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■合の中かも ■土麹白の文化や人蘭憧モ全■ へ ■■すもた め に t な

る煮干 へ向 か つ て劃蓋わな 生苫方書目檎した r ■｣ t こ の媚■彙に ■く
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･:云∋ 4/ 2 8 ( 土) 8 : 0 0
県外の方: 仙台駅 県内の方: 大河原 駅

そ三之各駅か ら専用ハ スにて会喝まで移動します ｡

圏 ① 4 / 2 9 ( 日) 2 3= 0 0 ② 4 / 3 0( 月 朝) 1 1 : 0 0

仙台駅 仙台駅

事 前睨明会

場法敵整加宣 は下E己日程の いずれか1 鼠 事 前∈究明会 へ の 出席が必箔で す｡

十 『
+ノー

+
･

垂

4 / 2 4(火) 1 9: 0 0
･ - 2 l :0 0

･ 場所 : 仙台 市市 民議勤サポートセン ター(仙台 市杏 葉区)

4 / 2 5 (水) 1 9: 0 0
- 2 l :0 0

場所 : 仙台市 苔年文 化セン ター(仙 台市 杏葉区)

帆 ヨ

ヰ/ 2 4(火) 1 8: 3 0 - 2 0 :3 0

喝所 : エ コ ギャラリ
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新宿( 東京都新宿 区)

②2 泊3 日 コ ー ス

4 / 2 8 仕) - 3 0 ( 月 ･ 掛

申 しJ 込み 方 法

● こ み ゼロ ナビゲーション叫 巨6 サ イ トか ら申 し込 モ;
●申込み 用拡 【W E 6 サ イ トに てダ ウ ン ロードできま寸〉
をA S E E D J A P A N ま でF A X ､ ヌは 18 差 する

滞 W 【臼に アク ヒ ス で 苫 ない方は､ A S E 亡D J A P A N

ま で こ 首輪下さい

お問合せ先

回際笥年環境N G O A S E E D J A P A N 栗 東罰所冒占区新宿らヰ 2 3 T E L : 0 3- 5 3 6 6- 7 5 日4 1 nf o @ g o m †z e r o_
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ごみ ゼ ロナ ビゲーシ ョ ンとは
…

h tt p :/ / W W W . g (〉m l z e ｢ 0 . O r 9 /

ごみ セ ロナ ビゲーショ ンは ､
ごみ 拾いボラ ンティアで はあ り

ませ ん ｡

r 参加 型の 社会J を実現す る為に ､ フ ェ ステ ィバ ル

を ､ そして昔菜のある全ての場 を変えて い きます｡ こみゼ ロ

ナ ビゲーションは 1 9 9 4 年の R ∈G G A [ ｣ a p ヨn S Pl a sh に始
まり ､
F U JI R O C K F 巨S Tl V A し､ a P

b a n k f e s など ､ 野 外イ

ベ ントlこおいて ､ 環境対策を企t彗▲ 実施 してきました ｡ イベ ン

トは 世界の 片隅の 出来事か もしれ正せん が ､
そ こは 世界 を

変えていく可 能性に読ちご益れて います ｡ ごみゼ ロ ナビゲー
ショ ンは . その可脂性 に跳崩 し続けてい きます｡

国際 青年環境N G O A S E E D J A P A N とは･･･
h t t p :// w w w . a s e e d ､ O ｢!】/

地坪サ ミッ ト( 1 9 9 2 年) に 青年の 声を 屈りようは いう想

いで始ま っ た国際青年環境N G O です ｡ 私達は 現在の 環

境問題を
｢
国際的 J な社 会問題だと考えています｡ 問題 は

複雑で すが ､ それを r 朽年｣ と して b か りや すく社会に伝

え ､

一
環墳｣ 間肋を取り巻く様々なテーマ で 活動してい ま

す｡ サ ミ ッ トか ら他i或社会 ▲野外イ ベン トまで ､ 今までもこ

れかち も A S E E D J A P A N lま持続可能な未来を目指して ､

活動し続けます｡
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